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 ArcGISですぐに使えるように加工済みのデータ集

 旧バージョン：公共系データ

全国基盤地図、全国街区住所、全国基本統計

 新バージョン：従来データの改良と民間系データを追加

全国広域地図

 DVD5枚組で94,500円（税込）

 解析室のHDのESRI_DATAの中にダウンロード済み
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 ArcGIS 9.2 SP6以上のインストール済み

※Disk5の全国基本統計の全国マップドキュメントファ
イルは9.3以上で使用可

 ArcGIS日本語化プログラムのインストール済み

 「メイリオ」フォントのインストール済み
（WindowsVista対応済み）
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背景図としてすぐに利用可能。
Disc２には、特定の地域のみを利用したい場合のための、
地方別版データを収録。

 元データ：
株式会社ゼンリン地図データ、国土数値情報（JPGIS準拠）、数値地図50mメッ
シュ（標高）

 測地系：世界測地系（JGD2000）
 座標系：経緯度

 提供地域：全国

 形式：ファイルジオデータベース
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背景地図としてすぐに利用可能。

 元データ：
数値地図25000（空間データ基盤）、数値地図2500（空間データ基盤）、
基盤地図情報（精度レベル25,000）、国土数値情報（JPGIS準拠）

 測地系：世界測地系（JGD2000）

 座標系：経緯度

 提供地域：全国

 形式：ファイルジオデータベース
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 国土交通省国土計画局の街区レベル位置参照情報などから
作成した住所データベースと、 住所マネージャから構成

 番地レベルまでの住所検索や住所ジオコーディング機能が利
用可能

 測地系： 世界測地系/日本測地系
 形式： mdbファイル

入力した住所の位置にArcMap画面が移動

住所検索

住所データから、ポイントデータを生成

住所ジオコーディング
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総務省統計局の平成17年度国勢調査全国および各都道府県別
の人口統計データベース

簡単な地域分析などに有効利用

 元データ：
平成17 （2005）年国勢調査町丁・字等別集計
平成13（2001）年・18（2006）年事業所・企業統計の1kmメッシュ集計
（総事業所数・総就業者数）
平成9年（1997）土地利用細分メッシュデータ（国土数値情報）

 測地系：世界測地系（JGD2000）
 形式：ファイルジオデータベース

※全国フォルダはArcMap9.3以上
で使用可能
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1．Disc4全国街区住所の住所マネージャの使用

2．つくば市の土地利用データの抽出
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 Disc2の全国広域地図（関東）を使用

 住所データベースと住所マネージャをインストール済み
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 [設定]→[住所DB設定]

 1.データソースタイプ：MDB

 2.データソース：インストールした住所データベース（isj00.mdb）

1.

2.
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 1. [住所検索]ボタンをクリック

 2. [住所]テキストボックスに検索した住所を入力

 3. [検索]ボタンをクリック

2.
3.

住所の[マッチレベル]が1～5で
表示される

1．都道府県レベル
2．市区町村レベル
3．大字・町丁目レベル
4．番・番地レベル
5．号レベル※

※住所ジオコーディングは
GISonDemandの「全国住所ジ

オコーディングサービス」で利用
可能
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[拡大]で検索した住所を
中心に移動

[強調]で検索した住所を
点で表示

住所検索②
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 ファイルに格納された住所情報に対して一括で住所に対す
る空間的な位置情報を付与、ポイントデータを生成

 機能使用可能ファイル形式：

カンマ区切りのテキストファイル（CSV)、dBaseファイル、Excelファイル、
Accessファイル、パーソナルジオデータベース、ファイルジオデータベー
ス
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 Excelファイルはシートまで指定

 Excel、CSVファイルの場合一行目にカラム名の記載が必要

シェープファイル、
パーソナルジオ
データベース、

ファイルジオデー
タベース
に出力

世界測地系
（JGD2000）、

日本測地系
（Tokyo）
の選択
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[Out_ADDR]にマッチ

したレコードの住所、
[マッチレベル]の表示

ポイントフィーチャー
の新規レイヤとして
追加
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 Disc5の全国のファイル（00_全国）00_zenkoku.gdbの市
区町村境界データ

 “GST_NAME”=‘つくば市’で属性検索
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選択したつくば市のデー
タをデータのエクスポート
Tsukuba.shpを作成

土地利用データと
Tsukuba.shpをインターセ
クト

土地利用データをつくば市
で抽出
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 ArcToolboxの解析ツール→オーバーレイ→インターセクト
（Intersect）

インターセクトする
フィーチャを選択

出力するフィーチャ
の名前と保存先を
指定
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完成！！
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Thank you for your attention
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